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TB1 for Windowsの概要 

〇 プログラムの概要 
省エネ基準では，住宅の外皮の熱貫流率は平均熱貫流率で表わされます（エネルギーの使用の合理
化に関する建築主等及び特定建築物の所有者の判断の基準の一部改正，平成 28 年 1 月 29 日）。省
エネ基準の平均熱貫流率は，外皮からの貫流熱率と熱橋（構造部材，下地材，窓枠等）からの貫流
熱率で構成されています。上記の熱橋とは線熱橋のことでその熱貫流率とは線熱貫流率のことです
が，熱橋は外皮にも含まれています。そのため，外皮の貫流熱は，外皮を構成する材料の種類及び
厚さ，熱橋により貫流する熱量等を勘案して算出すること，とされています。 

外皮に含まれる熱橋とは，熱が外皮を貫流する方向に含まれる熱を通しやすい材料や構造をいいま
す。外皮に熱橋が含まれていると，断熱力が低下して貫流熱が大きくなったり表面温度が低下した
りして，断熱性能や居住性能の低下をもたらします。TB1 for Windowsは，外皮に含まれる熱橋を
考慮した熱貫流率を計算する 2 次元差分計算によるツールです。熱橋部の熱性能評価は，冬季の外
皮の室内側表面温度の局部的な低下，結露，カビの発生等の温熱環境の劣化の診断にも必要です。
そのため，TB1 for Windowsは，実質熱貫流率（熱橋を考慮した熱貫流率）のほか，外皮内部の温
度分布や外皮の室内側表面の最低温度等を表示する機能を有しています。 

TB1では，平均熱貫流率という用語を外皮の断面構造が異なる部位毎に計算した熱貫流率をそれら
の部位の面積で重みづけした熱貫流率という意味に用いています。また，実質熱貫流率とは熱橋を
考慮した熱貫流率をいい，熱橋係数とは実質熱貫流率を平均熱貫流率で割った値で，平均熱貫流率
の割増係数です。一般的にいって，平均熱貫流率が大きい壁は断熱不足であり，熱橋係数が大きい
壁は熱橋の影響を軽減する工夫が不十分で断熱設計に改善の余地がある壁です。すなわち，熱橋係
数が大きい場合は，断面構造を改善し，できるだけその値を小さくする工夫をすべきです。このよ
うに，平均熱貫流率，実質熱貫流率，熱橋係数は，壁の適切な断熱設計の判断基準でもあります。 

TB1for Windows を，壁の省エネ基準への適合性の判断に限らず，適切な断熱設計を支援するツー
ルとして用いていただければ幸いです。 

〇 動作環境 
TB1 for Windowsは無料でダウンロードできます。動作保障と起動に関するサポートは終了してい
ますが，現行のWindowsで動かないということではなく，ユーザが実行可能な限り使用することが
できます。 

〇 著作権 
TB1 for Windowsはフリーソフトウエアとして公開しますが，著作権を放棄するものではありませ
ん。開発者は，赤坂裕，二宮秀與，武田和大です。 



 
 



１．TB1の実行方法 

１．１ TB1の起動画面 
TB1.exeを実行するとメイン画面と物性値テーブルの２つのフォームが表示されます。 

図１：ＴＢ１の起動画面
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１．２ ボタンとメニューの説明

⑬

①
②
③
④

⑧
⑨
⑩

⑫

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑩ ⑪

図２：ボタンとメニュー

① 新規作成：TB1 で計算する壁体モデルを新規に作成する。TB1 の起動直後はこの状態になる。
連続して幾つかのモデルを検討したいときに使用。

② 読み込み：保存した TB1モデルをディスクから読み込む。
③ DXFファイルの読み込み：壁体モデルの CADデータ(DXF形式)を読み込んで TB1のモデルを作成
する。

④ 保存：壁体モデルをディスクに保存する。

⑤ モデルの修正：TB1では入力したモデルに対して、平均熱貫流率，熱橋係数を計算すると、モデル
の寸法や材を修正できなくなります。このボタンをクリックするとモデルが修正できるようになり

ます。

⑥ 平均熱貫流率の計算：モデルの平均熱貫流率を計算します。

⑦ 熱橋係数の計算：モデルの熱橋係数を計算します。

⑧ 結果の表示：計算結果を表示します。

⑨ 結果の保存：自動分割した計算モデルと結果の温度，熱流をファイルに出力します。

⑩ データベースに登録：壁体モデルの計算結果をデータベースに保存します。

⑪ 壁全体の実質熱貫流率の計算：幾つかの壁体モデルを組み合わせて壁全体の実質熱貫流率を計算し

ます。

⑫ 終了：TB1を終了します。
⑬ モデル入力：新規作成で X方向要素数と Y方向要素数を元に入力欄を作成します。
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１．３ TB1の実行例 
 メニューの「ファイル」 「読み込み」または   で、ファイル読み込みのダイアログボックス

が開きます。ここでは例題の ex_1.tb1を選択します。 

ex_1.tb1を読み込む 

１～Ｕのキャラクター

で壁体構造をモデル化

する。要素の外側は境界

条件(V～Z)を入力する。

寸法はｍ単位

図３：例題の読み込み

Ｘ方向要素数の４とＸ方向寸法(1～4)，グリッドセルの 1列～4列が対応 
Ｙ方向要素数の７とＹ方向寸法(1～7)，グリッドセルの 1行～7行が対応 
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壁体モデルが完成したら、 を押します。モデルに誤りがなければ、以下の図のよう

に熱橋ピッチ，代表断面，モデルタイプの入力欄と， ， が表示されます。

図４：モデルのチェックにパスした画面

入力ミスで
ブランクに
なっている。

図５：モデルのチェックで不具合が見つかった例

モデルに間違いがあった場合、図５のようなエラーメッセージが表示されます。 をクリッ

クすると、問題のセルにカーソルが移動するのでモデルを修正して再度  を行ってくだ
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さい。

モデルのチェックにパスすると、それ以降はモデルの寸法およびモデルのパターンを修正できなくなり

ます。この状態でカーソルを寸法のセル，およびモデルのグリッドセルの位置に持っていくと図６のよ

うなメッセージが表示され入力できません。

寸法およびモデルパターンを修正したい場合は、  ボタンをクリックしてください。編集が可能にな

ります。

図６：モデルのチェックにパスした後の画面
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モデルのチェックにパスしたら次に をクリックします。正常に計算が終了すると、ボタ

ンの表示が に変わるのでボタンをクリックすると、計算が始まって、計算結果が次のよ

うに表示されます。

図７：熱橋係数の計算結果の画面

計算結果をプリンターに出力したい場合は ボタンをクリックします。
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熱橋係数の計算結果が表示された後に、メニューの“ファイル” “データベースに登録”または

ボタンをクリックすると、以下の画面が表示されます。モデルのイメージ図と計算結果は直前に計算し

たモデルのものです。モデルの入力欄に適当なコード名を入力し、壁タイプをリストから選択し、

ボタンをクリックするとこの計算結果がデータベースに登録されます。登録する場合は、必ずモデル名

を入力してください。空欄の場合はエラーになります。削除した場合は ボタンをクリックします。 

図８：データベースへの登録画面

空欄でもかまいません。

モデルの特徴などをメモ

しておくと便利です。

必ず入力する。既に

登録してある名前で

は登録できません。

モデルのタイプ

をリストの中か

ら選択します。

図９：データベースへ登録した状態
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現在表示しているデ

ータをデータベース

から削除します。

データベースの

１レコード後の

登録データを表

示します。

データベースの

１レコード前の

登録データを表

示します。

データベース

に登録されて

いるモデル数

図 10：データベース画面の説明 
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データベースに熱橋係数の計算結果が登録されていれば、壁全体の実質熱貫流率を計算できます。

ボタンをクリックして、Thermal performance画面（図 11）を開きます。 

図 11：壁全体の実質熱貫流率の計算画面

まず、画面上部のグリッドセルで ボタンをクリック。グリッドが入力モードになるので、任意

の壁コード名，壁の寸法（高さ，幅），窓（開口部）の寸法（高さ，窓幅）を入力し  ボタンで

壁データをデータベースに登録します。次に画面下部のグリッドセルに対する ボタンをクリッ

クし、入力モードにします。壁モデルの欄は登録している壁モデルリストの中から選択します。リスト

表示するには  ボタンをクリックします。次にその壁モデルの熱橋の総長を入力し、カーソルを他の

セルに移動させると、熱橋ピッチ２，熱橋係数２が自動的に計算されます。複数の熱橋部位が含まれる

場合は    ボタンをクリックして、考慮すべき壁モデルをすべて登録します。
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図 12：壁モデルをリスト表示している状態 

壁面に含まれる全ての熱橋の登録が済んだら     ボタンをクリックします。

自動的に壁の面積，熱橋係数，壁の実質熱貫流率が表示されます。図 13に例を示します。 

図 13：壁全体の実質熱貫流率の計算例 
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２．壁モデルの作成方法

図 13に示す壁体のモデルを作成します。このモデルでは C型鋼が熱橋になっています。 

外装材 12mm 

1 2 3 4 5 6 7

石膏ボード 9mm 

グラスウール 10K 

型鋼 60×40×4.5 空気層 
パーティクルボード 12mm 

ロックウールマット 20mm 

図 13 外壁の例題 

まず、縦方向にモデルの断面形状を調べて、形状が異なる部位毎に番号を振ります。この例では以下の

図のように７つの部位に分けられます。このことからモデルのＸ方向の要素数は７となります。

図 14 モデルのＸ方向の要素数 

同様にモデルの断面形状を横方向に調べて、形状が異なる部位毎に番号を振ります。この例では以下の

図のように７つの部位に分けられます。このことからモデルのＹ方向の要素数は７となります。

1

7

2 3

6 5

4

図 15 モデルのＹ方向の要素数 
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TB1を起動して、X方向要素数の欄に７，Y方向要素数の欄に７と入力します。 

図 16 モデルの要素数の入力 

要素数を入力したら        のボタンをクリックします。

以下の入力画面が表示されます。コメントにあるように、「Ｘ方向寸」「Ｙ方向寸」の入力欄は、Ｘ方向

Ｙ方向の各要素の長さを入力します。下のグリッドはモデルの断面形状を入力する欄です。

モデルの断面形状を材料

記号を用いて表します。

［境］の行および列は、

モデルの境界条件を入力

する欄です。

X方向，Y方向の各要素
の寸法をｍ単位で入力

します。

図 17 モデルの入力画面 
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モデルの要素毎の寸法(ｍ単位)と、モデルの断面
形状を入力します。Ｘ方向，Ｙ方向のそれぞれの

要素は、図 14，15に対応したものです。 
Ｙ方向寸法の１～７の順番と、断面形状の入力欄

の１～７行の番号は対応しています。

図 15 で壁の上側から下向きに１,2､･･･と番号を
振っていますが、TB1ではモデルの左上を基準点
として、X方向は右側へ 1,2,･･･，Y方向は下向き
に 1,2,･･･と番号を振ります。 
図 18の例では、モデル形状の７行目は Kの材

(石膏ボード)になっていますが、その厚さは、Y
方向寸法の７列目の 0.009mに対応しています。
要素の寸法とモデル入力欄の関係を良く理解し

ておいてください。

材料テーブルの中の

該当する材料の記号

で形状をパターン化

する。

図 18 モデルの作成 
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境界条件が１になっ

ているので、エラー

になった。

図 19 モデルのチェックでエラーになった例 

X方向，Y方向の各要素の寸法と、モデル形状の入力が完了したら、      ボタンをクリックし
ます。モデルに誤りがある場合は、図 19 のようにエラーメッセージが表示されます。      を
クリックするとエラーになったセルにカーソルが移動します。正しい数値または記号に修正し、再度、

モデルのチェックを行ってください。
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モデルのチェックにパスすると図 20 のように、熱橋ピッチ，代表断面，モデルタイプの入力欄
と，       ，       が表示されます。またこれ以降、モデルの寸法およびモデルのパ

ターンを修正できなくなります。寸法およびモデルを修正したい場合は、  ボタンをクリックしてく

ださい。編集が可能になります。この場合、再度モデルのチェックが必要になります。

新たな入

力項目

図 20 モデルのチェックをパスした直後の画面 
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熱橋ピッチは、以下の図のように熱橋となる柱や間柱の間隔で、寸法をｍ単位で入力します。

図 21 熱橋ピッチの説明 

代表断面とは熱橋を有する壁の非熱橋部分で、その壁の大部分を占める断面のことです。

ボタンをクリックすると、図 22 のように作成したモデルが図示され、異なる断面形
状毎に番号が振られています。断面番号はＸ方向の要素数に対応しています。代表断面の番号はモデル

図の中から選択してください。この例では１か７が代表断面となります。

代表断面をこ

の中から選択

図 22 代表断面の説明 
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「モデルのタイプ」の入力欄は、作成した壁体モデルが、以下のどちらのタイプ(１または２)に該当
するか入力します。

タイプ１：壁の切断面が左右両方とも非熱橋部の場合

図 23 モデルのタイプが１の例 

タイプ２：壁の切断面の一方が熱橋部で、かつ切断面を中心にして対称な壁構造の場合。

図 24 モデルのタイプが２の例 

上の例のように、熱橋部の中心を軸として左右対称な壁構造の場合、どちらのモデルで計算しても実質

熱貫流率は同じ値になります。TB1は「モデルのタイプ」が２の場合、入力された壁モデルをタイプ１
のモデルに拡張して熱橋係数を計算します。

これ以降の操作方法は「１．３ TB1の実行例」を参照してください。 
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３．CADデータを用いたモデルの作成 
TB1 for Windowsでは CADデータを読み込んでモデルを作成することができます。ただし、読み込

む事ができるデータには条件がありますので、以下の①から⑥に注意して CAD データを修正してくだ
さい。

① TB1は斜線を読めません。モデルは水平な線と垂直な線だけで作図してください。
② ブロック図形(複合図形)は読み込み時に無視します。ブロック図形は線分に分解してください。
③ 実際の壁断面のまわりに、境界条件を設定するための仮想の材が必要です。材の大きさは適当で

かまいませんが、慣れないうちは 50mmぐらいの厚さで設定してください。図 25を参照
④ ③の仮想の材まで含めて、図形の左下の座標が（０，０）になるように設定してください。マイ

ナスの座標は読み込めません。

⑤ モデルに関係ない線，点は全て消去してください。

⑥ モデル図が完成したら DXFファイル形式でデータを保存してください。

CADの作図例 

壁の周囲に仮想の材を作図

する。厚さは自由図面の左下の座標

は（０，０）

図 25 TB1用の CADデータ 

Rev., Apr. ,2017

(c) 2017, Meteorological Data System, Co., Ltd.
All Rights Reserved.

18



CADデータ(DXFファイル)が用意できたら、TB1を起動します。 
起動画面のメニューボタンの をクリックすると、「ファイルを開く」ダイアログボックスが表示

されるので、入力する DXF ファイルを指定すると、以下の図のような「モデルの作成」ウィンドウが
開き、読み込んだ壁体モデルが表示される。

図 26 DXFファイルを読み込んだ画面 
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メニューボタンの をクリックすると、図 27のような「拡大表示」ウィンドウが表示される。 

表示している図形を

拡大・縮小できる。

上，左，下，右の

バーをクリック

すると表示図面

が移動する。

ここにマウスを持っ

ていくと大きさを変

更できる。
図 27 図形の拡大表示ウィンドウ 

このウィンドウは大きさを変更できるので、作業しやすいように大きさでモデルを表示する。

モデルの作成は、ペイント系のソフトと同じ要領で材に色を塗るこ

とで材料を指定する。例えば、材料テーブルでグラスウール 10K（記
号 H）の色をマウスでクリックし、拡大表示ウィンドウグラスウー
ルの部分の部分をクリックすると、その部分が黄色く塗りつぶされ

る。

該当する部材のどこかをクリッ

ク。線で囲まれた内側が塗りつぶ

される。

カーソルで

色をクリッ
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「拡大表示」ウィンドウで部材の色を指定すると、「モ

デルの作成」ウィンドウのモデルにも色が塗られる。

図 29 全ての部材の色指定が終了した状態 

Rev., Apr. ,2017

(c) 2017, Meteorological Data System, Co., Ltd.
All Rights Reserved.

21



モデルの全ての部材の色指定が終了したら、「モデルの作成」ウィンドウの   ボタンをクリックす

る。TB1はCADデータからXとYの要素数および寸法値を読みとり図 30のようにモデルを生成する。 

図 30 CADデータを元に構築したモデル 
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４．物性値データについて

TB1を実行すると Material Tableが表示されます。建材として登録できるのは、記号１～Qまでで
す。任意の材料名と物性値を登録できます。０とRSTUVWXYZはそれぞれ固有の条件を表す記号です。 
このうち VWXYは熱伝達抵抗を修正することができます。 
 修正した物性値データはファイルに保存できます。メニューの「ファイル」をクリックし、「物性デ

ータの保存」を選択してください。同様に保存している物性値データを読み込むときには、メニューの

「ファイル」をクリックし、「物性値データの読み込み」を選択してください。

RSTUは熱抵抗
値を修正しない

でください。

熱抵抗値は変更できます。ただし、

「住宅の省エネルギー基準の解説」

で定められた値に限ります。

記号の１～Q まではユーザーが材
料と熱伝導率を設定できます。

図 31 物性値テーブル 
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熱橋を有する壁の熱貫流率計算プログラム 
（TB1 for Windows） 

の使い方 
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